
一般社団法人 日本老年学的評価研究機構

【地域診断書のイメージ】

2021年7月27日発行 

 JAGESでは日本全国 100 以上の市町村から得られた高齢者のデータから健康なまちの要因を調査・研究してき
ました。

 介護予防政策には「課題の設定」「介入施策の立案」「プログラムの実施」「効果評価」という一連の流れがあ
ります。これらの各プロセスの進捗を直感だけに頼るのではなく、データを基に戦略的に循環させていくことによ
り、中・⾧期的な視点での介護予防の推進に取り組むことが大切です。

介護予防事業と評価をお手伝いします!

市町村間や市町村内（小地域間）でリスクや資源を比較
※イメージは開発中のものにつき、実際の仕様とは異なる場合があります。

JAGESとの共同研究にご参加いただくと、

1 他市町村と比較した地域診断ができます。

2 小学校区や包括区ごとの市町村内地域診断ができます。

3 他市町村や研究者との共同研究会へ参加できます。

【 テーマ、項目を選ぶ 】

表示したい対象グループ

(前期高齢者、後期高齢者、高齢者全体、男性、女性)と

指標の種類 (コア指標、重要指標等)を選択

【 指標を選ぶ 】

表示したい指標を選択

【 年次を選ぶ 】

表示したい年次を選ぶ (継続でご参加いただいている場合

につき、過去の年次が選択可能)

オレンジ線＝全国平均

みどり線＝地区内平均

改善の手がかりを検討

経年変化を表示・比較

現在選択・

表示してい

る地区
●が対象地域の値を示す

●が薄いグレーの中＝良い指標

●が濃いグレーの中＝悪い指標

3段階のグレーバーは、

最小値と最大値を3等分し、それ

ぞれに含まれる地域の割合を示す

― JAGES 2022年「健康とくらしの調査」協力自治体を募集中 ―
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 JAGESが開発を進める地域マネジメント支援システムで地域課題を見える化し、住民と共有し、住民も巻き込ん
だ事業を展開した市町の例が生まれています。（このシステムは国が進める “地域ケア「見える化」システム”のモ
デルとなっています。）

 JAGESでは、より詳細な地域診断支援と介護予防に関する知見を得ることを目的に、全国の介護保険者や都道府
県と共同して、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査票を拡充した全国共通の調査票を用い、2022年秋に大規模調
査の実施を計画しています。2021年5月には、参加をご検討中の保険者・都道府県担当者を対象に説明会を行いま
した。説明会資料・お見積り依頼等につきましては、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

   J AGESとの共同研究にご参加いただくと、地域診断書作成のほか、
     → 地域支援事業の「一般介護予防事業評価事業」をお手伝いできます。
     → あなたのまちのボランティア参加希望者を把握できます。

通いの場参加による要介護認定率の抑制効果を検証!

 サロンなど通いの場を立ち上げている市町村は多数あり
ますが、その効果を検証している市町村は稀です。
JAGES では、既存データや新たな調査から、通いの場参
加による要介護認定率の抑制効果を評価できます。

現在、2022年度「健康とくらしの調査」お見積り依頼を受付中
調査に関するホームページ:https://www.jages.net/jichitai/survey/

お問い合わせ先:JAGES調査実施グループ

Mail:chosa.ml@jages.net または jages-chosa@jages.net

他にも、通いの場参加群は非参加群に比べて

「運動機能低下者」や「フレイルリスク者」、

「うつリスク者」割合も低いことがわかっています!

【調査票や通いの場名簿、その他データから詳細評価の例↓→】

JA

JAGES 共同研究の成果は第8期介護保険事業計画にも活かされています!

JAGES 2022年調査へご協力のお願い


